様式第７号（第11条関係）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記載要領
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　届出書
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１）　　　　　　年　　月　　日　

　丸亀市（２）消防署長　　様
　　　　　　　　　　　　　　（３）　　届出者
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住　所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話　　　（　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　　


	発生予定日時
	自
　　　　　　　　　　（４）
至



	発生場所
	　　　　　　　　　　（５）

	燃焼物品及び数量
	　　　　　　　　　　（６）

	目的
	　　　　　　　　　　（７）

	その他必要な事項
	　　　　　　　　　　（８）

	※　受　付　欄
	※　　経　　過　　欄

	
	


　備考　１　法人にあっては、その名称、代表者氏名、主たる事務所の所在地を記入すること。
　　　　２　その他必要な事項欄には、消火準備の概要その他参考事項を記入すること。
　　　　３　※印の欄は、記入しないこと。
【火災とまぎらわしい煙又は火炎を発する恐れのある行為の届出書　記載要領】

	項　　　　　　目
	記　　載　　要　　領

	（１）
	年月日
	　届出書を提出する年月日を記入します。

	（２）
	あて先
	　当該行為を実施する住所を所轄する消防署長（丸亀市北消防署長又は丸亀市南消防署長）を記入します。

	（３）
	届出者
	　当該行為をしようとする者の住所、氏名を記入します。当該行為者が法人の場合は、その名称、代表者氏名及び主たる事務所の所在地を記入します。

	（４）
	発生予定日時
	　当該行為をする開始予定日・時間及び終了予定日・時間を記入します。

	（５）
	発生場所
	　当該行為をしようとする場所について記入します。

詳細図面を添付してください。

（例）　○○町○番地　○○宅東側空地

	（６）
	燃焼物品名及び数量
	　当該燃焼させる物品及びその数量を記入します。

（例）　田畑の枯れ草　約1反分、麦わら　約２反分

	（７）
	目的
	　当該行為の目的について記入します。

（例）　枯れ草焼却のため

	（８）
	その他必要な事項
	　消火準備の概要、その他の参考事項を記入します。

（例）　監視人を常時２人置く。
　　　　消火バケツ、水道水の用意

　　　　火災危険が大のときは、中止します。


火災とまぎらわしい煙又は火炎


を発する恐れのある行為の








